
G －2 家庭科教育内容に関 する研究(III)

一 調理学習における切り方の予備的研究一

都立立川短 大　　 大山サカエ

広島大教育　　 石渡す み江

岩手大教育　○清水　　 房

1.　前回 の調査は，教育内容を規制する要因のひ とつ

として，社会的要求を取 り上げ て報告し たが，今回 は調

理学習における切 り方技能 の発達を実験的 に追跡し，レ

ディネ スの面から研究し ようとする ものであ る。

2.    (1)実験期 日は昭和45 年４月30  日 から ６月４ 日ま

で,   5年生 ５回，6 年生 ５回，延べ10 回に わたっ て測

定した。(2)被験者は，岩手大学付属小学校 に在籍す る児

童各学年20  名ずつ計40  名 とし，男，女の 比率は各学

年 とも平均化するよ うに した。（3）予備 実験 は

各 ３名ずつ に実施 し，本 実験 ではこれら６名
い た。(4)取 り

５年，6 年

の学童は除

ラダ作 りー

の中から，き ゅうりの輪 切りとキャベ ツのせん切 りの２

種類 を取 り上げ て実施し た。（5）一定量 のき ゅうりと，キ



ヤベ ツを配分し てお き一定時間内 に切っ た結果 につい て

評価し，一週 間お きに５回 の変化 を追跡した。

3.    (1)き ゅうりとキャベ ツとの切 り方 に関す る技能 間

には相 関がある。

(2)知 能偏差値 と切 り方技能 との間には相関は， みとめ

ら れない。

(3)切り方 に対 する児童 の意識 の難易 と技能評価 との間

に は６年では一致性 がみとめら れるが，5 年 におい ては

みとめられない。

(4)経験 の程 度と技能評価 との間 には， 関係が みとめら

れ ない。

(5)5 回の上 達傾向 におい ては， 学年 による差異が みと

めら れる。
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